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する扇状地及び丘陵緩斜面には、最近の断層運動によると

考えられる変位は認められない。

寸

地表地質踏査の結果いl

瀬棚層の下部層の砂リニアメントの悶側の平地部には、

扇状地堆積物及び崖錐堆岩、磯岩、第四紀の段丘堆積物、

積物等が分布している。

4箇所で断層露頭(No.③、②、リニアメント付近では、

これらの断層は、位置、走向、{頃③、@)が認められた。

斜からみて互いに連続するものではない。

価

リ点噂伊15雪機沼野啓勾祭型炉内
申俊lの部1'Jlct，) 
ぐ烹官丙7言る下部層と瀬棚層の下部層の地質境界付近!C位置

評(斗

寸日2t:::l=ほ~岩質の遠いに基づく差ミ正しており、考毎棄~世

別侵食を反映したものと判断される。

白炭東のリニアメント(Lー 23)/、

文献調査結果M
い

「日本の活断層」では、黒松内町のイサマナイ川から熱

「活断層であることが手E川IC至る N-S方向の長さ 5krnを

として示し、断層名を「白炭東確実なもの(確実度 1) J 

と名づけ、活動度を rB Jとしている。断層形態は低断層」

扇状地及び断層崖及び逆傾斜(扇状地面が東へ傾動)で、

段丘面の高度差から断層の隆起側を西、変位量を 5~20m

7
3
 

ヲヘv，o
 

としている。



第 3.4. 5表 岩盤変形・支持力試験結果

変 形 試 E主 支持力試験

岩盤 変形係数 割線弾性係数 接線弾性係数

岩 種 試験位置 (X1 04 kg/cnf) ( X 1 04 kg/叩1) ( X 1 0
4 kg/叩1) 最大荷量 降伏荷量

分類 何重範囲(kg/ clll) 何重範囲(kg/cnf) 伺重範囲(kg/cnI)

~ S~ nAf 1I~ I.?OAo，0 
(kg/cn!) (kg/cnl) 

0-1010-30 寸
J-1-1 3.9 4.3 5. 1 5.3 5.4 6. 9 14日以上 14日以よ

A 
議灰角礁岩 J-1-2 6. 1 ι1 8.8 Z 9 8.5 8.7 

級
J-1-3 Z 1 6.7 虫2 8.2 8.5 8.5 

J-1-4 2.6 4.1 2.9 3.6 3.9 6.3 14日以上 14日以上
A 

号 凝灰岩 J-1-5 6.5 6.9 8.0 8.0 Z9 8.7 
級
J-1-6 4.5 4.7 6.4 5.8 6.1 ZO 

四l J-1-7 1. 8 2.3 2.1 2.4 2.4 3.3 14日以上 120 
B 

凝灰角礁岩 J-1-8 2.3 2.3 2.8 2.9 3.2 4.0 
級
J-1-9 3.7 3. 7 4.9 4.6 5.2 5.3 

A J-2-1 3.5 3.8 4.2 4.3 4.4 5.7 

凝灰角球岩 級 J-2-2 4.2 4.0 4.9 4.4 4.8 5.3 

C級 J-2-3 0.7 1. 2 0.9 1. 5 1. 6 2.8 14日以上 140以上

J-2-4 1. 0 1. 3 1. 5 1. 7 1. 9 3.2 14日以上 140以よ
B 

2 安山岩溶岩 J-2-5 3. 1 3.7 4.4 5.2 5.1 8.8 
級
J-2-6 1. 9 2.7 2.3 3.1 3.2 5.8 

J-2-7 2.2 2.7 2.5 3.0 3. 1 4.3 
B 

号 凝灰岩 J-2-8 日7 1. 0 1. 0 1. 1 1. 2 1. 8 14日以上 140以上
級
J-2-9 1. 2 1. 5 1. 4 1. 7 1. 7 2.4 

J “ 2-1日 1. 8 3.0 1. 6 2.5 2.6 5.3 
B 

側 凝灰角礁岩 J -2-11 3.4 3.5 4.4 4.1 4.2 4.9 14日以上 14日以上
級
J-2-12 4.1 4.2 4.9 4.5 3.9 4.5 

J-2・13 0.9 0.8 1. 0 1. 0 1. 0 1. 2 14日以上 85 

軽石凝灰岩
C 
J-2-14 0.8 1. 0 1. 1 1. 2. 1. 3 1. 8 

級
J-2-15 0.8 1. 0 日? 1. 1 1. 1 1. 7 

J-0-1 0.8 1日 1. 1 1. 3 1. 3 1. 9 
凝灰岩 C 

周 J-0-2 O. 3 0.5 0.5 O. 7 日7 1. 3 140以上 60 
(黒色) 級

J-0-3 O. 9 1. 5 1. 4 1. 7 1. 8 2.8 
辺

J-日-4 0.5 0.6 日5 O. 7 0.7 1. 2 
合泥岩礁 D 

部 J-0-5 0.3 日5 0.4 0.6 0.6 1. 4 
凝灰岩 級

J-0-6 0.4 0.4 0.5 O. 6 0.6 0.8 120 60 

A 級岩盤 平均値 4.8 5. 1 6.2 5.9 6.2 Z 1 

B 級岩盤 平均値 2.3 2.7 2.8 五1 3. 1 4.5 

C 級岩盤 平均値 O. 7 1. 0 1. 0 1. 2 1. 3 1.9 

D 級岩盤 平均車 0.4 0.5 0.5 日6 0.6 1. 1 

6 -3 - 137 (関連頁 6-3-88)



第 3.4.14表 原子炉建屋背後斜面 岩盤変形試験結果

隊
変形0"係数 害リ線0弾4性係数 I~妥線0弾4 性係数
(x 1 O"kg/cm') ( x 1 0" kg/cm') 1 (x 1 04 kg/cm') 

正山ま 種 試験位置
荷重叫範囲~豆(kg号/町車f) 何重範囲(kg/e:m')荷重範囲(kg/'町f)。-1010 -30 I .JN~ ;UJ吋日 くj

凝灰角磁岩 試調坑 0.7 1.2 0.9 1.5 1.6 2.8 

0.9 0.8 1.0 1.0 1.0 1.2 

C 軽石凝灰岩 試 掘坑 0.8 1.0 1.1 1.2 1.3 1.8 

0.8 1.0 0.9 1. 1 1.1 1.7 

0.8 1.0 1. 1 1.3 1.3 1.9 

凝 灰 岩 試掘坑 0.3 0.5 0.5 0.7 0.7 1.3 

級 0.9 1.5 1.4 1.7. 1.8 2.8 

凝 灰 正Lμ吉 斜 国 0.6 0.6 日7 0.8 1.0 1.2 I 

平 均 {直 0.7 1.0 1.0 1.2 1.2 1.8 

0.5 0.6 0.5 0.7 0.7 1.2 

D 合泥岩礁凝灰岩 試掘坑 0.3 0.5 0.4 0.6 0.6 1.4 

0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.8 

級 凝 灰 王山Z 斜 面 0.3 0.4 0.4 0.6 0.6 日?

平 均 値 0.4 0.5 0.5 日.6 0.6 1. 1 

E 0.1 1 

凝 灰 z山z 斜 面
0.1 5 

級 平 均 値 0.1 3 

6 - 3 - 146 (関連頁 6-3ー 95) 
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5. 1. 3 地震カタログ間の比較

敷地IC震度W程度を与えたと推定される過去の地震のうち、 「日

本被害地震総覧」及び「宇佐美カタログ (1979)Jと「宇津カタ

ログ」、 「理科年表」、 「地震月報}3)との間で地震規模、震央位

置 IC差異が認められる地震は第 5.1. 3表IC示す 5個の地震である。

れによると宮古???常生2引?11722三三五五
ル州事‘十t-<IZ.'神格」ピ町|件。半神高山~>fd)凶得どあM ‘;二円悼捧州事件

凶作レt-:.':'~ I}<-?体障lT/:>p. W早川 1 '1~2..刑事r.;;..，同弗ム引..I q"か早急宇

形町中間同再1-:.i-"いも下回勺Z判、右手料停電，s'" 1f...えlzW事も宇田 l<l
l..rFllo 

失調~ 1_ .I~ ...It- I 、~ -円 ~ ~ 、明'"・号号吊......骨Tl. .. r" Je帯市 J:.lr.a.._一..ー~ ，ム r -"-

叫司告'"ム均，，' ( ... n in  ¥. 
H-Iこよ工七勺よ手ーるτ

5. 1. 4 地震動強さの統計的期待値

地震動強さの統計的期待伎を求めた代表的なものとして、河角 7

(8) n. re h..... _ • ~.(14) 
ップ及び金井マップ がある。

河角が求めた 75年間、 100年間及び200年間の標準地盤での加

速度期待値並び IC金井が求めた 75年間、 100年間及び200年間の

基盤での速度期待値をそれぞれ第 5.1. 7図、第 5.1. 8図IC示す。た

だし、統計年間はf可角マップでは西日本は 1350年、東北日本は

1120年、北海道は160年である。また、金井マップでは西日本は

1290年、東北日本は 1140年、北海道1;1220年である。

乙れとは別IC第 5.1. 1図IC示される地震のうち、震央距離200加1

以内の地震によって、敷地の基盤ICもたらされる最大速度援幅及び

長次加速度振幅を計算し第 5.1. 4表l己示す。これらの資料を基IC、

以下IC述べる方法ICより、敷地での統計的期待値を求め、結呆を第

5. 1. 9図及び第 5.1. 1 0図IC示す。

(1) 最大速度振幅の計算にあたっては金井式(15)を使用し、震源深さ

は飯田の余震体積半径 D~6}の 1/2 を用いて算定する。

6-5-7 
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質 行 補 正 前 補 正 後

ネ6 5 6 |下 7 1 の凝以角{険岩 が分布して の凝灰角際岩及び訓縫層の

いる" 安山岩等が分布しているの

十6_. 3-62 上 1 (記載変更) 別紙 1IC変更する。

上 5

6 ..3-35 1下 12 卜・・弾性波探査の結果等 一弾性波探査の結果並び 11:既

往文献

*6 -3 -87 上 2 -、 EL-130 m付近・ー -、 EL-10m付近日

4
0
 

zd 
J
D
 

下 7 -ー約 4.4 x 1 O. kg/ cm2、 …約 4.5x 1 O. kg/ cm2、・・

*6 --3 -1051 下 1 1・・・凝灰岩の風化したD-E級I...凝灰岩の風化した♀-E級

の の

吋-3 -114 第 3.2.3表敷地周辺のリニ|別紙211:変更する。

アメント対比表

ホ6-3--115 第 3.2.4表(1) リニアメント|別紙311:変更する。

周辺の断層一覧表

ホ6 五 133 第 3.3. 2表試t屈坑内の断層 1JJIJ紙 4K変更する。

覧表

1.'. J;、 h"，イ、j.Iたn1:1.、 "H布158'1'9月22 11付け、
!L'， ttl日 !m'1~~'-{ rmMi正山(iペ"、 J.. 

6 3 



民 行

十6 ζ 137 

. 

十6 5 140 

*6 3144 

*6 --~ 3 -148 

ホ6-3161 

*6-3-164 

16-- 3 170 

，6 5 171 

補 正 前 補 正 後

第 3.4.3茨(51 岩石試験結 別紙5IC変更する。

*(岩種・岩機分類別)

第 3.4.5表 岩盤変形支持 別紙61C変更する O

力試験結果

第 3.4.10表 断層内物質の 別紙 71C変更する。

物理試験結果

第 3.4.14表 原子炉建屋背 別紙81C変更する。

後斜面岩盤変形試験結果

第 3.2.8図 発足のリニアメ 別紙?に変更する。

ント周辺の地質図

第 3.2.11図 発足のリニア 別紙 10lC変更する o

メント周辺のボーリング地質

断面図

第 3.2.17図 黒松内低地帯 別紙 11IC変更する。

の主なリニ 7メン卜位置図

第 3.218図 黒松内低地衛 別紙 121C変更する。

の地質凶

I.l t;、 十をやIしt.'l'i 1:1、叫Hl15 8 <1'-9 )j 2 2日付け、
1ヒi11!山首~ 1 ~j'-( 用1111i11.") riを'J、-，J-" 

6 32  



員 行

凸 5 107 

が

ホ6 5 239 

、1'6~~ 3-243 

*6 --3ーで335

*6 -3 '-337 

*6 -3 -349 

*6 -3 --354 

補 正 前 補 正 後

第 3.2.26[さl 似liI0) I点IlJili'>1i 日IJ紙 13IC変更するの

凶

第 3.3.2図 敷地の地質図 別紙 14IC変更する。

第 3.3.6図 地層年代演IJ定試 1l1J紙 151ι変更する。

料採取位置図

第 3.4.57図 岩盤クリープ 別紙 161ζ変更する。

試験結果

第 3.4. 58図(2) p s検層、 別紙 171ζ変更する。

孔内載荷試験結果

第 3.4.63図 断層内物質の 別紙 18Iζ変更する。

動的単純せん断試験結果(徴

小ひずみ時の動的変形特性)

第 3.4.67図 原位置せん断 1llJ紙 19IC変更する。

試験結果(F ---3断層)

( 1.;. 1λ1.1; ， (j::、川H'll~， AW91J 7? IIH"， 
!¥: .， I~ 11;¥郎"日"l!!i d. ，!) (1 /，小 1

63:'  

一一一
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別紙 1 

リニアメントの北~{Ijの部分は、旧 f毎食路上山 1彰を J:i. 11央したものと判

断される。嗣側の部分は、県松内flY1の下部j留と瀬棚J留の下昔日層の地

質境界付:iiI1ζ1ii一世しており、岩質のi主い lι)，1<づく差別侵食を反映し

たものと判H万される。

6 -3 -4 



一

日IJ紙 2

第 3.2.3表 数地周辺の IJ f バン!対比表

地 ー ア メ ン 卜 日本の活断府(活断腸研究会、 1900 ) 

。
明瞭 長さ

敷地からリニア
J伍※ 

施 長さ11首 名 liF メン矩トの厳中(心ま 名 拘ミ 実
1，1， 度 (km) での km) 度 (km) 
トー ト

ト
H 5 28 岩② 戚 Jt 寺 断 陪 日 3 

jす 山地部
d 

L -2 先 JEのリニアメント III 
7.5 

岩@ 発 匙 111 1 6 
島

平地部
8 

9.5 

L -3 E 3.5 25 
赤 L-4 E 5 27 

L-51叫
赤井川のリニアメ〆卜

4 23 
岩① 赤 Jt- 111 府

L-5Ih) 
断 4 

J干
4 23 

L -6 E 5 27 

L -7 田 2.5 25 

111 L-8 E 2.5 20 

L一? I 4 19 

般
L -10 尻別川のリニアメント E 12 25 岩@ 民 glJ 111 皿 12 

L -11 盟 5 32 

L -12 皿 5 37 

L -13 E 2.5 35 

谷
L -14 皿 4.5 39 

L -15 E 4 46 

L -16 歌棄のリニ 7 メ ント 盟 1日 37 岩⑤ 歌 棄 E 12 1 

L -17 E 4 38 岩@ 湯 glJ 〔西〕 国 5 

L -18 皿 4.5 38 岩⑪ 樽 岸 皿 4 

L -19 E 5 42 岩⑫ 月越原野断層 E 2 
県
L -20 匝 5.5 43 岩⑬ 九 連 山 の 沢 回 4 

L-21 皿 5 44 

L -22 E 5 39 

松 L -23 白炭東のリニアメント I 5 41 岩① 白 炭 東 断 層 I 5 

L -24 白炭西の qニアメント 5 41 岩⑤ 白 炭 西断層 I 5 

L -25 E 2.5 41 岩⑤ 熱 宇E 断 F 層 E 2"， 

内 E 1.5 
L -26 43 

田 4 

L 27 JIl 4.5 45 

L -28 [[ 3.5 48 岩③ 蕨 千出4己 断 厨 a H 4 
(正 L -29 H 2.5 47 

L -30 J品松内四万のリニアメン卜 IU 5 48 室② 日目松 I句西方断層 H 5 

L 31 燃岱西方のリニアメント H d 49 1lI 2 

l世 L -32 H 4 51 室⑤ 知来川右岸断厨 a 1lI 4 

L -33 2.5 50 主@知来川左岸断層 5 

L -34 111 5 48 

可'e1gfr L -35 1I 5 53 室@長有沢川断焔 1I 2 

L -36 日 1.5 54 室① 双 lI! 断 届 1I 3 
L -37 l屯万部西方〔東〕の'1二アメント 5 59 実① 長万部西方断踊〔東〕 1I 4 

L'-38 日 3.5 59 京① 。 〔商〕 111 4 

L ...39 11 5 64 言f⑬ 01'の沢断附〔東〕 2 

引 11本山川間ilMのJf(iωrti亡、(i). (，，)等のl!.î下に付したr-i. '~~の虫:下 1;1、それ壬1れれ IJj1司軒1，・'Jj?剛l司仰を"、-4-" 

6- 3 5 



別紙 5 

第一 3.2. 4表(1) リ Y ノノ|周辺の断層 J 覧表

~碩 におけ る性状
断1M

断府の師 変位批 断I脳による
第四紀肘 記 事

J昨号 定向・傾斜 切断する地刷 切断の
( cm ) (叩) 変 ('l地形

イ干 古t
.噌

トー

古位平然j同 上部l同 断1Mは膨縮し、断刷而は雪山していi

① 
N60-73"W / 

10.8 不明 1.( し和l砂岩 む
! る。断隔の上方は粘土及び角慨を欠

38-72" S W (Hum) ノ吉、不明瞭となり:'i<Jれ白状となるこ
とから辿続性はないと判断される。

古平色泉焔 上部l両
日白正面色全粘土体が強度の風化を受けている。② N70"E/45ιNW 6 " " 緑凝灰岩 " Hu t 3 ) 

古平累JI!i 上部崩 断脳面は渇鉄鉱で汚染され、赤褐色
③ N75"W /65" S W m " " 黒色頁岩 " を呈する(Hum) 粘土は中程度に国結。

頁古平泉属岩 中部届

④ N 8"E/48"NW 25 " " " 路頭全体がゆるんでいる。
(Hmsh) 

⑤ N44"E/75・NW 15 50 " 
古平政頁岩岩累層 上部属
流質砂(質H凝ut灰2岩) 

。 粘土は中程度に固結，

破砕帯沿い

古喋下(H平部岩I累届c層jl茅流K紋沼灯累岩1 届) 地層の分を布生から水平方向判黄道に鉄断跡5鉱あさ0栓れmり。程散る。
⑥ N28"E/旬。 約笈旧

水平に に多少侵食
" 
度のズレ じていると

250m され凪んで 弘断層治いに熱水ら探変鉱質のし坑、
いる。 断層面か

⑦ N&号。E/68・SE約 120 不明 fよ 事紋沼累岩層)リi下古喋(平部H岩累層1c 層) し流(Ktrl 
。 破砕部には黄鉄鉱僚が認められる。

古平累層下部層
⑤ N40"E/5O'NW 初 。

" 傑 岩 " 関口割れ目状。破砕部は固結。(H1c) 

⑦ N85・W/65・SE 国 。 。 茅沼累層流紋岩
" 露粘顕土全は乳体灰が熱白水色。変質を受け、脆弱化。(Ktrl ) 

断層沿いに
流古平紋累岩層質凝灰下(H角部l層諜c岩) 粘土は中程度に固結。角喋郎は密で

⑪ N40・E/e目。SE 11日 " 侵食され凹
。
ある。

んでいる。

断にると。層乏い破断うし砕層べい得というよ枯土り、 熱が水進変質帯
⑪ N40・W/列。 8∞ " " 茅流紋沼累岩層質凝(灰k岩tr2) • き性状。 化 んでい

は膨縞にとみかつ連
、ロ上部を段丘地積層が続覆性元

⑫ N60'E/52"NW 5 " " 
茅火沼山累僚層凝灰岩

" 破砕部は流水により嘱2-300関口。(Ktr2 ) 

茅沼累層

⑬ N65・E/63・NE30 -日 " " 
石英安山岩、同質質凝
灰角傑岩、同火山 " この断層に平行して数条の断層あり。
日軽凝灰岩

(Ktrl ) 

茅沼累層

⑪ N40“E/8日。NW 30 " " 
石英安山岩質凝灰向

不 叩lilflIれ白状の断刷。角担軽自1は固結e
礎岩

(Ktrl ) 
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tf'， 3. 3. 2表 試品il坑内のl祈五百ー覧表

附rM
(，'(1;認も7世

幅 長
I12向/傾斜

さ
ヲ己

fE37 器(官m、)議 (cm) ( m ) 
ミド

試捌坑

トー一一一

A 
214- N10"W/50ωSW 10 名l;Jdtじり fL)傑ロJ~~ 

1" -. 1 360 

C 22 N8"E/51"NW 1. 5 角傑混じり粘土

G 切羽 N 70"E/向。 5 角僚、一部粘土

No.12 N52"E/730 NW O. 5 角傑混じり妙状

G 
96-

N70"E/65"NW 8 角礁混じり粘土124 
F-2 200 

No .11 6 N 64
0 

E/81 oNW 5 角蝶混じり粘土、一部闘結

A-2 204 N 66"E/8日。NW 2 粘土、風化変質著しい

No. 3 15 N650E/63
0

NW O. 5 角礁及び粘土

F-3 G 120 N140W/38
0SW 10 125 

脆弱部及び角様、一部粘土、
No.12 凝灰岩に沿って破砕

No.13 日~ N35
0E/7日。NW

粘土及び角様、一部粘土、

32 一部断層沿いに風化

D 101 N25
0

E/58
0NW  7 

粘土及び角際混じり粘土、
一部固結

F-4 120 

No. 4 切羽 N32
0

E/68
0NW 5 粘土混じり角磯

A -2 113 N33
0E/79

0

NW 1 角喋混じり粘土及び粘土

H 17 E -W/84" N! 5 角磯混じり粘土、風化変質

No. 8 B N75
0E/77" NW 5 角傑混じり粘土

1"-5 125 

No. 9 5 N84"E/70
0 NW 4 粘 1・.dtじり flj居者、 [tI!i結

A -2 34 N85
0W/710NE 7 向棟、 ml *"; 1 

No. 9 
18-
N830 E/760 S E 2 角際混じり粘 t

I;JJ '1:1 
ド 6 一一-一ーー 130 ト一一一 一一一一←一一

A 2 18 N 77"E/80" NW ? ffj(珠似じり.1¥';1

6. 3 7 
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第 3.4. 3表 (5) 岩石試験結果(岩種・岩盤分鎖別)

"G 脅維 う} !~ A 級 B 組 C I!! 
←~-----一一

岩 師 w正Iq鎌岩 離佐官 '1<山山熔岩 制民JIJ6礎的 U 灰田 略石酎灰岩 合II!.岩暁 制灰質彪岩
酎灰岩

試 肱 間 世 57 78 10 62 72 26 10 26 
一一戸 ト一一一一ト一一一 ト一一一

位 lf f.:J Mt 1. 99 1. 91 2.6U 1.92 1. 59 1.36 1. 60 1. 55 

掛 相融制J世 0.19 0.13 0.08 0.2U 0.17 0.10 0.25 0.15 
終;
密度

自 平均値 2.21 2.17 2.64 2.19 1. 98 1. 82 1. 97 1. 91 

(v口d) 然 保母;嗣差 0.18 0日9 0.06 日.14 日12 0.07 0.13 0.11 
理

位 平周値 2.21 2.17 2.65 2.20 1. 99 1. 83 1. 98 1. 91 

和 標酷偏差 日18 0.09 日日5 日14 0.11 0.07 0.14 0.11 
話

肢水率 平均価 11.2 14.2 2.1 15.1 26.2 34.5 24.9 23.8 

(% ) 
標串岡蓋 3.1 3.7 1.4 5.4 7.1 4.4 11. 2 6.1 

験

有効間隙串 平均値 22.0 26.7 5.3 27.9 4日5 46.5 37.4 36.1 

( %) 
標単偏差 5.3 5.2 3.4 6.8 6.3 3.3 12.8 5.9 

民 験 個 数 54 日2 10 6日 74 26 10 25 

P 披速度 平均値 3.52 3.18 5.23 3.18 2.85 2.日6 2.67 2日7
超

{回/.) 
標準偏差 0.31 0.37 0.3日 0.34 0.3日 日.3日 0.58 日25

音

世 s披速度 平均値 1.86 1. 75 2.66 1. 65 1. 52 日87 1. 35 日98

速 {回/.) 
標車偏差 日22 0.27 0.54 且24 0.16 0.17 日40 0.23 

度
動弾性係数 平均値 20.5 17. 7 51.3 16.2 12.3 4.0 10.3 5.2 

測 【X1日'kg/aI) 標車偏差 4.4 4.9 17. 5 4.2 2.6 1.7 5.1 2.3 
定

平均値 0.3日 日28 0.32 0.31 0.3日 日39 0.33 日35
動ポアソン比

様車偏差 日04 日日4 日07 日.05 日03 日.02 0.05 日05

鼠 験 個 数 54 82 10 6日 74 26 1日 25 

一軸圧縮強度 平陶値 218 315 655 146 175 65 140 114 

軸 ( kg/aI) 
保車偏差 89 121 444 72 52 29 63 75 

力
圧

静弾性係世 平同値 14日 13.6 57.8 9.8 8.4 2.3 8.4 3.4 
縮
い10'kg/aI)

隊車倒差 8.9 4.9 21. 1 4.4 2.4 1.9 2.6 3.0 
試

学
平均値 日23 0.27 0.26 職 0.23 0.27 0.24 0.22 0.3日

紳ポアソン比

国車刷韮 0.07 0.07 日日5 0.07 且日8 日日日 日日6 0.13 

試
民 以 世 間 世 51 73 10 55 73 23 1日 28 
裂

'Jl 平均値 24.6 26.5 67.7 16.0 20.8 6.6 15.7 14.1 目4 引税強度
試
(kg/all 

柚 樟車偏差 且4 8.1 21.7 6.9 5.2 1.6 9. 1 10.6 

騎
以 制 制l 数 5 d 4 

軸 ト ー一
Il 
せIJO[曲1.11:r" (k!:/cwl) 28 34 20 27 10 16 附

拭 ト~一一

眺 内部隊陣1'1" (") 56 :)7 ~iï <15 38 43 

638  
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第 3.4. 5表 岩盤変形・支持力試験結果

変 形 試 験 支持力試験

岩盤 変形係飲 割線弾性係数 接線弾性係数

岩 種 試験位躍 ( X 1 04 kg/ Clrl ) ( X 1 0
4 kg/ cnf ) ( X 1 04 kg/cnf ) 肢大荷量 降伏荷量

分類 伺重範囲(kg/四1) 荷重範囲(kg/cnf) 荷量範囲(kg/cnf) 
(kg/cnf) (kg/cnf) 

5~1 0 15~30 日 ~1 0 日 ~30 5~1 0 20~3日

J-1-1 3.9 4.3 5.1 5.3 5.4 6.9 14日以上 140以上
A 

凝灰角礁岩 J-1-2 6.1 6. 1 8.8 7. 9 8.5 8.7 
級

1 J-1-3 7. 1 6.7 9.2 日。2 8.5 8.5 

J-1-4 2.6 4.1 2.9 3. 6 3.9 6.3 140以上 14日以上
A 

号 凝灰岩 J-1-5 6.5 6.9 8.0 8.0 7.9 8.7 
級
J 】 1-6 4.5 4.7 6.4 5.8 6.1 1日

個l J-1-7 1. 8 2.3 2.1 2.4 2.4 3.3 14日以上 120 
B 

凝灰角様岩 J-1-8 2.3 2.3 2.8 2.9 3.2 4.0 
級
J-1-9 3.7 3.7 4.9 4.6 5.2 5.3 

A J-2-1 3.5 五日 4.2 4.3 4.4 5.7 

凝灰角礁岩 級 J-2-2 4.2 4.0 4.9 4.4 4.8 5.3 

c級 J-2-3 0.7 1. 2 0.9 1.5 1.6 2.8 14日以上 140以上
J-2-4 1.0 1. 3 1.5 1.7 1. 9 3.2 14日以上 14日以上

B 
2 安山岩熔岩 J-2-5 3.1 3.7 4.4 5.2 5.1 8.8 

級
J-2-6 1. 9 2.7 2.3 3.1 3.2 5.8 

J-2-7 2.2 2.7 2.5 五日 3.1 4.3 
B 

号 凝灰岩 J-2-8 日7 1， 0 1. 0 1. 1 1.2 1.8 14日以上 14日以上
級
J-2-9 1. 2 1.5 1.4 1.7 1. 7 2.4 

J-2-1日 1.8 3.0 1. 6 2.5 2.6 5.3 
B 

世.~ 凝灰角喋岩 J -2-11 3.4 五5
級

4.4 4.1 4.2 .4.9 14日以上 14日以上

J-2-12 4.1 4.2 4.9 4.5 3.9 4.5 

J-2-13 日.9 0.8 1. 0 1. 0 1. 0 1. 2 14日以上 85 
C 

盤石凝灰岩 J-2-14 0.8 1. 0 1. 1 1. 2 1. 3 1.8 
級
J-2-15 0.8 1日 0.9 1. 1 1. 1 1. 7 

J-0-1 0.8 1. 0 1. 1 1. 3 1. 3 1. 9 
凝灰岩 C 

周 J-日ー2 0.3 0.5 0.5 O. 7 日7 1. 3 14日以上 60 
(黒色) 級

J-0-3 0.9 1. 5 1. 4 1. 7 1. 8 2.8 
辺

J-0-4 0.5 0.6 日5 0.7 O. 7 1. 2 
合泥岩礁 D 

同1 J-0-5 0.3 0.5 0.4 0.6 0.6 1. 4 
凝灰岩 級

J-0-6 0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.8 120 60 

A 級 iFJ 盤 平均値 4.8 5.1 6.2 5.9 6. 2 7. 1 

B 級宕f錠 平均値 2.3 2.7 2.8 3.1 3. 1 4.5 

C 級岩傑 平均値 0.7 1. 0 1. 0 1. 2 1. 3 1. 9 
ト

D 級 f~r 舵 平均航 0.4 0.5 0.5 日6 O. 6 1. 1 

639  
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第 3.4. 10表 断層内物質の物理試験結果

長瓦下辺旦三 F F 2 F. 3 F-4 F ._.5 F .-6 

上ヒ 重 Gs 3.04 2.84 2.7 8 2.83 2.85 2.90 

A 日 水 比 W(劾 37.7 25.2 27. 5 39.6 42.6 32.7 

密 乾 燥 1. 2 1 1.37 1.36 1.20 1. 26 
度

( g"e'l品〉 自 然 1. 6 6 1. 7 2 1.73 1.67 1. 7 9 

関 隙 比 e 1. 522 1.067 1.049 1.366 1. 27 0 

=ョ
施主性限界 WL(%) 65.6 5虫O 30.6 56.4 57.0 NP  ン

シン
スシ 塑性限界 Wp(~幼 31.7 24.4 16.9 38.8 37. 0 NP  テ|

レ キ分 倒 0.0 16.8 2.0 2.0 10.5 反?

粒

砂 分 (%) 2虫O 37.2 31.0 37.0 38.5 35.1 

シノレト分 (%) 44.0 34.3 45.0 44.0 35.0 38.0 
度

粘 土 分 (%) 27.0 11.7 22.0 1 7. 0 16.0 17.0・

6 3 10 
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第 3.4.14表 原子炉建屋背後斜面 岩盤変形試験結果

党
変形日4係数 出l線0弾4性係数 接線日弾4性係数
(X 1 04kg/Cm') (X104kg.-令m') (X 104kg/cm') 

右山 N[ 試験位置
荷量純聞(kg/<由子) イ可重範囲(kg/<叩r) 荷量範囲(kg〆σ11')

5 -1日 15-30 。-10 日-30 5 -10 20-30 
凝灰角探岩 試掘坑 0.7 1.2 0.9 1.5 1.6 2.8 

0.9 0.8 1.0 1.0 1.0 1.2 

C 軽石凝灰岩 試 掘坑 0.8 1.0 1.1 1.2 1.3 1.8 

0.8 1.0 0.9 1. 1 1.1 1.7 

日B 1.0 1. 1 1.3 1.3 1.9 

凝 灰 岩 試掘坑 0.3 0.5 0.5 0.7 0.7 1.3 

級 日.9 1.5 1.4 1.7 1.8 2.8 

凝 灰 王山宝 斜 面 0.6 0.6 0.7 0.8 1.0 1.2 

平 均 値 0.7 1.0 1.0 1.2 1.2 1.8 

0.5 日.6 0.5 0.7 0.7 1.2 

D 合泥岩諜凝灰岩 試掘坑 0.3 0.5 0.4 0.6 0.6 1.4 

0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.8 

級 凝 灰 岩 斜 面 0.3 0.4 0.4 0.6 日.6 0.9 

平 均 値 0.4 0.5 0.5 0.6 日6 1. 1 

E 0.1 1 

凝 灰 主山主 斜 面
日15 

級 平 均 値 0.1 3 

6 3 1 1 
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主な岩寅記号地質時代主主賓名

.!昌E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
 

五 A 吉

涜技官

官山岩

安山狩 tTf522) 
石英揮者

主f<1晴雄楠相
事Ii 1坤噴稽

角瞳混リ陪色土骨宮土

曜.肱枯土

曙.砂.桔土

砂曙

軽石賀火山!Ii.

枯土遣。島署

世.世哩

宮山怠買;重反!'l哩き

軸

物
輯

噛

層

構

M
宥

雌

醐

雌

雄

司

民

地

・

火

段

ン

間

開

削

甜

円

更
訴
一
世

紀

四

神車内畢層

安山岩

宮山富置韮買角曙岩

花岩.頁告

安山岩置韮反鳥聖者出屑質砂岩.i足岩瓦H

."山哩唾E医者.重夜岩.砂岩.泥告互層

主武器買唖司角檀活

躍医官ilil岩.局砂岩.石英苦山活置;雀眠岩

石英宮山活.詞置蓮反角聖者

頁岩

層宕

屠冨中

古
平
軍
曹

安山告

頁岩.遅庇き

流量密置曜頁岩

海蛇き.石英安山岩.同准E疋角曙岩.同火山円贋岩

E圃閃睡岩.石亮司晶き

V¥k 

;::.---
...x; 

..帽の走向・傾軒

断層師走向・帽針(断層四寝息叫

;;.--- 圃tl.目師走由・幅軒 t主なるものB

盟 『ー一
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戸
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ー
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措置断面櫨

「

@ 断層番号
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国 咽 田・
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第五.2.8図 発足のリニアメント周辺の地質図
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第 3.3.6図 地層年代百llJ定試料採取位置図
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5.000 

β。
Go =Ao(σv ) 

A。
O.β560 0 -Fー 1 284 

+F-2 391 0.638 
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1.000 I ム狐." iィ/ 企 F-3 233 0.848 
せ
ん 1"-1 マF-5 307 0.706 
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頁 行

* 6 -5-19 1: 6 

上 8
e 

ホ6--5 -20 下 8

*6-5-6 下 8

*6-5-29 

* 6 -5 :-34 

術 正 前 十市 正 後

(記紋変更) ，JIJ紙 1に変更する。

-・・区聞が、 B級の活断層と評 -・区間の活動時期が第四紀後

価された。 j切まで及んでいると評価され

た。

動度が B級相当と判断される 動時期が第四紀後期まで及ん

でいると判断される

第 5.1. 3表 地震カタログ 別紙2IC変更する。

間の比較

第5.5.3表基準地震動の速 別紙3IC変更するが

度応答スベクトル値

F 

山.13.H:f・1'1.1.: ru.t、IIM115 8 W 9 J.I 2 2 r1付け、
北'1!(/1j(郁 1りr 印IlIIiiEのt'U:''J、.'."
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一
5J1j紙

乙れによると、敷地への影響か 1宇佐美カタログ (1979lJ

によるものより大きいものは、 r-j:也震月報」での 1940年神威岬

れl'の地震であるが、 乙の地震から敷地にもたらされる地震動 ICよ

る影響は、 1792年後志の地震及び 1905年神威川沖の地震によ

るものを下回っており、基準地震動の策定IC影響を与えない。

。

• 

6 -5 2 
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地震カタログ間の比較

日本被害地震総覧 字佐美カタログ(1979 ) 字津カタログ 理科年表 地震月 報

地震
西 暦

番号
地 名 経度 経度 経度 経度 経度

M A V M ム V M ム V M A v M ム V 

緯度 緯度 緯度 緯度 緯度

1 792. 6. 13 140. 6' 140. 6。 140. 3。

214 6.9 52 3.66 6.9 52 3.66 6.9 65 2.7日

後 志 43.5。 43.5。 43.6' 

1940. 8. 2 139. 5' 139. 5。 139. 5。 139.47 ' 

495 ZO 144 0.97 ZO 144 0.97 ZO 144 0.97 Z5 159 1.68 

神威岬神 44. 1。 44. 1。 44. 1 ' 44.25。

194Z 11. 4 141.目。 141. 0' 141. 0。 141. 02・
512 ZO 94 1.85 ZO 94 1.85 ZO 94 1.85 6.7 96 1.18 

留萌西方沖 43.8。 43.8。 43.8。 43.82' 

第 5.1. 3表
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コ ン ト ロ Jレ ポ イ ン ト

マグニ 震央

種 5J1j 地震、 断層名 千ュード 距離 A B C D E 

M .c，.(km) 

TA Sv TB Sv Tc Sv TD Sv TE Sv 

S1 - 1 1792年 6.9 52 0.19 0.13 4.22 0.33 10.7 5 0.8 0 10.7 5 Z40 
後 志 の 地 震

S1 - 2 
1905年

ー 5.8 15 021 0.09 3.38 0.25 8.46 0.58 8.4 6 4.09 
神威岬沖の地震

S1 - 3 Fsー 3 断 層 6.6 36 0.21 0.12 4.33 0.30 10.97 0.7 3 10.97 6.8 1 

S2 - 1 神威岬西側断層 7.7 87 0.02 027 0.17 827 0.34 16.47 0.92 16.47 2.0 1 2.5 1 

S2一 2 日- 6 断 層 6.4 22 0.3 1 0.11 5.6-5 0.27 13.52 0.65 13.52 Z17 

S2 - 3 赤 井 JlI 断層 5.8 23 0.13 0.09 2.11 0.2 7 5.96 0.6 1 5.96 3.06 

S2 - 4 
地震地体構造

7を 87 0.3 1 0.17 9.64 0.34 19.00 0.91 1虫00 14.04 
神威岬西側断層の位置

SN 直 下 地 震 6.5 1.23 0.10 18.32 0.17 30.08 0.40 130.08 6.14 

基準地震動の速度応答スベクトノレ値第 5.5.3表
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